
高等学校用 

【様式】 

令和８年度 学校マネジメントシート  

 

学校名（伊賀白鳳高等学校） 

 

１ めざす姿 

(1)めざす学校の姿 

「力」と「志」を持った職業人を育成し、地域に貢献できる学校 

～地域の学校として、地域の子どもたちを地域で活躍できる人材に育成する学校

～ 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

・自ら学び、判断し、行動する生徒 

・思いやりの心と規範意識をもち社会に貢献する生徒 

・専門的な知識・技術を身につけ、未来を切り拓く生徒 

ありたい 

教職員の姿 
・生徒の最も身近にいる大人として、大人の見本を示すことのできる教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

〈生徒〉 

・学校生活の充実と自己実現への支援（進路・学力保障、資格取得、部活動、ICT 機器

の活用） 

〈保護者〉 

・子どもの成長（基本的生活習慣、学力、マナー、部活動等）と進路保障 

〈地域〉 

・専門的知識・技術、人間性を身に付けた人材育成  

・専門性を生かした地域と連携した取組 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

〈家庭〉 

・基礎学力の向上 

・資格取得等の専門的な知識技術を生

かした進路保障 

〈企業等〉 

・企業人、社会人として活躍できる人材

育成（基礎学力、専門知識・技術、マナ

ー、コミュニケーション能力等） 

〈大学・短大・専門学校〉 

・進学後困らない基礎学力とコミュニケ

ーション能力の定着 

〈中学校〉 

・地域の専門高校としての役割 

・系統的なキャリア教育のパートナー 

 

〈地域社会〉 

・学校の持つ資源（専門知識、技術、人、

施設等）の提供  

・地域活性化への貢献 

・防災拠点 

〈家庭〉 

・ともに生徒を育てていくための学校教

育への理解と協力 

・生徒の健康管理 

〈企業等〉 

・インターンシップ、デュアルシステム等

の受け入れ 

・安定した雇用の継続 

〈大学・短大・専門学校〉 

・より高度で専門的な知識・技術等の獲得 

・進路先としての生徒の受け入れ 

〈中学校〉 

・基礎学力の定着 

・継続的な指導のための、生徒個々の情

報の提供 

〈地域社会〉 

・学校教育への支援 



高等学校用 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

・卒業後、決定した進路をあきらめる生徒がいる。書面ではわからない情報を手に

入れるようにしてほしい。また、我慢強さ、正直であることが社会に出るにあたっ

て必要であることを教えてほしい。 

・大人との距離感を図ることができる活動を増やしてほしい。 

・人間性を高めてほしい。地域の期待が大きい。技術力とともに精神力を養ってほ

しい。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

・令和６年度より新しい確認テストを実施している。基礎学力の向上につながるよ

う、結果を精査、対策を検討する必要がある。 

・令和７年度の進路希望は１００％に近い数値を達成したが、家庭の事情により進路

希望が二転三転する生徒がいた。進路希望の実現には、生徒に対してだけでなく保

護者への進路指導を充実させなければならない。 

学校運営等 

・令和８年度入学者選抜において、定員割れが生じた。魅力を伝える活動の継続とと

もに、地域等に強く支持される学校となるよう教職員への研修と生徒への生活指

導を一層充実させる必要がある。 

・教職員の時間外労働時間は増加傾向にある。また、休暇取得日数は増えているも

のの、競技団体用務や感染症り患による影響とも考えられる。心身の調整のため、

「純粋な休暇取得の奨励」の必要がある。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

・自己の興味・関心や適性に合った進路を選択し、その実現に向けて、社会で求めら

れる基礎学力、専門知識・技術とともに、社会的マナーやコミュニケーション能力を

身につけた生徒を育成する。 

・検定合格や資格取得、部活動における成果等を通して、生徒の自尊感情を高め自

信とやる気を引き出し、自己実現に向けて努力する生徒を育成する。 

・生徒の人権感覚を磨き、相手の立場に立って行動することができる、思いやりの

心を育てる。 

・地域の教育力を活用し、生徒が主体的に活躍することで、生徒自らの自尊感情を

高め、地域の活性化に貢献できる生徒を育成する。 

学校運営等 

・教科会の活性化をはかり、教員一人一人の授業力向上に取り組む。 

・生徒や保護者と積極的にコミュニケーションをとり、複数の教職員が係わりながら

きめ細やかな教育相談や支援を行う 

・総勤務時間の縮減や休暇の取りやすい職場など、働きやすい職場づくりをめざ

す。 

・風通しのよい職場づくりに取り組み、個々の教職員との対話を大切にし、学校に対

する思いを共有し、全教職員の意思統一を図る。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

 

【アドミッション・ポリ

シー】 

‣学習活動にまじめに取り組むことができる生徒 

・健康管理、自己管理ができ、自己表現力とコミュニケーション能力のある生徒 

・校内外における自発的な活動（スポーツ・文化活動、生徒会活動、人権活動、ボラン

ティア活動等）に熱心に取り組み、継続して意欲的に活動できる生徒 

 

 

 

 

 

 

 



高等学校用 
５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導 （  ）内は令和７年度の数値 

〇IＣＴの活用した授業実践に努める。 

〇学力の定着を図るために、グループワークや発表の

機会を積極的に取り入れる。 

〇基礎学力の向上をはかる。 

【活動指標】 

・生徒一人１台端末を活用した授業を実践する教員 １０

０％ 

（ICT機器の活用率：７4.6％ 50/67人中） 

・グループワークや発表の場をすべての教員が実践す

る。（実施率１００％） 

・令和６年度から導入したスタディサプリ到達度テスト

（ベーシック）により定期的な基礎学力の把握を行う。連

動課題配信により自己の抜け漏れを把握し復習を行う。 

【成果指標】 

・授業で主体的に考える、表現できている生徒 ９０％ 

（86.2％） 

スタディサプリ到達度テスト＿（ベーシック）連動課題達

成率60％ 

（年度末および適宜記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

各学科にお

ける指導 

〇各種資格・検定試験の合格率を向上させ、生徒の学習

意欲や自信を育み進路実現につなげる。 

〇安全教育を徹底する。 

〇地域や関連産業との連携をすすめる。 

【活動指標】 

・各科で実施する資格・検定等の合格率を設定し、指導

の充実を図る。           （設定した学科１００％） 

・実習授業開始前に使用機具等の安全確認を行うととも

に、生徒に習慣化させる。 

・地域や関連産業と密に連携をとり、生徒が参加できる

取組を多く実施していく。 

【成果指標】 

・検定や資格の合格率を７５％以上。（７４．０％） 

・実習における事故、怪我を０にする。（１件） 

・地域や関連産業との連携した取組を年間５回。（関連業

界との連携など５回以上）（１２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

※ 

※ 

生活指導 〇教育活動全般を通じて、授業を大切にし、規範意識や

挨拶、言葉遣いの指導を行う。 

【活動指標】 

・教職員から積極的な挨拶を行う。（実施） 

・チャイムにより１００％授業を開始する。（９０％） 

・教室では、１００％防寒着を着ないように指導する。 

 

 

 

 

◎ 

 

 



高等学校用 

（９５％） 

【成果指標】 

・自ら積極的に挨拶ができるようになった生徒の割合１

００％。 

・基本的な生活習慣が身についたとする生徒の割合１０

０％。 

・授業開始時に着席ができている生徒の割合１００％。 

・学校遅刻、授業途中入退室を減らす。（１クラス月平均） 

（学校遅刻 ６．２人【前年比２.８人減】）  

（授業途中入退室５．２人【前年比１．９人減】） 

 

 

◎ 

 

 

※ 

進路指導 〇生徒が進路を切り拓く力を、各科、各分掌で意識して

系統的な取組を実践する。 

〇学校行事においてキャリア形成を意識させる教育活

動を実施する。 

【活動指標】 

・学科と連携した進路相談、面接指導の充実を図る。 

・学年別進路ガイダンスを１回以上実施。（１回） 

・２年次のインターンシップに１回参加。（１回） 

・全学年でキャリアパスポートの活用する機会を年１回

以上。（1回） 

【成果指標】 

・「就職・進学について自己実現ができた」３年次生徒１０

０％。(9９％) 

・進路相談シートを活用する生徒100％。(100％) 

・学校斡旋を希望する就職希望者の内定率100％。

(100％) 

・進学希望者の希望実現100％。(100％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

※ 

 

※ 

人権教育 〇人を傷つけない行動をするための生徒の主体的な取

組を支援する。 

【活動指標】 

・教員対象の人権研修を年１回以上実施。 

・人権LHR検討会を各回で１回以上実施。 

【成果指標】 

・「自分の大切さと共に他の人の大切さを認める力が高

まった。」と感じている生徒97％以上 （96.7％） 

・人権意識が高まったと感じる生徒９５％以上 

・生徒が主体的に取組む学習活動 年3回以上 （実施） 

・人権面談 年1回以上（実施） 

 

 

 

 

◎ 

 

 

※ 

改善課題 

（年度末に記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高等学校用 
（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

教員の指導

力向上 

〇常に授業改善を実践する。 

〇高いコンプライアンス意識を持つ。 

〇教育相談に関する指導力向上。 

【活動指標】 

・授業見学の実施 90％以上。（67/６７人 100％） 

・コンプライアンス研修 年間３回以上。（３回） 

・授業改善や教育相談に関する研修を受講する。 

【成果指標】 

・知識・技能が身についたと感じる生徒 ９７％以上。（９

６．５％） 

・保護者の学校満足度９０％以上（85.7％） 

・悩み相談ができる教職員がいると答えた生徒８０％以

上（８８％） 

（年度末および適宜記載） 

 

 

 

 

◎ 

※ 

広報活動 〇小学生、中学生、地域等への情報発信を積極的に行

う。 

【活動目標】 

・中学生及びその保護者を対象とした公開授業等を年間

１回以上行う。 

・専門学科や部活動等で行っている様々な活動に対し

て、メディアや広報紙などを通して公開していく。 

【成果指標】 

・ＨＰ、インスタグラムの更新を年間８０件以上、フォロワ

ー１０００人以上。広報紙年間１０回。   

（HP更新38回 インスタグラム更新34回フォロワ

ー1613人 広報紙１０回 ） 

・ケーブルテレビ等での放送回数 ５０回。（CTV等40

回） 

・中学生の本校への進学希望者数を定員の１．０３倍。 

（前期選抜211/123人 志願倍率1.72倍 後期選抜

88/108人 志願倍率０．８1倍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

◎ 

防災・ 

危機管理 

〇危機管理意識を高める。 

【活動指標】 

・災害等有事事態発生時に教職員が適切な行動をとるこ

とによって、生徒の安全・安心を確保できるよう取組を

行う。 

【成果指標】 

・防災訓練・避難訓練年間２回（２回） 

・防災講話年間１回（１回） 

・教員の救急救命講習の受講者数を年10人以上。（４９

人） 

・安全点検の実施 年１回以上。 
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教育相談 

特別支援 

人権 

〇教育相談、人権、特別支援の各担当を軸に、各分掌が

連携を密にし、適切な対応、指導を行い、学校生活を充

実させる。 

〇多くの教職員がいることを強みとして、生徒との関

わりを深める。 

【活動指標】 

・定期的な情報交換を年間１２回開催。（９回） 

・人権面談、進路面談を年１回以上実施。 

【成果指標】 

・相談できる人がいる割合9０％以上 

（本校職員84.9％ 本校生徒95.4％ 本校以外

96.1％） 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

働きやすい

職場環境 

〇チーム「白鳳」として、業務を複数人で行うなど、チー

ムワークを大切にした体制を構築する。 

【活動指標】 

・全教職員が出退勤システムへの打刻を徹底し、管理職

は勤務状態を定期的に確認する。長時間化の兆候があ

る職員には積極的に声掛けを行う。 

・事前の情報共有、資料の事前配布により、会議の回数

や会議の時間を減じる。 

・「定時退校日」「部活動休養日（週１回以上）」「会議時間の

遵守」を徹底する。 

・悩み事を一人で抱え込まず相談しやすい風土づくりを

醸成するとともに、業務に対して複数人で行うことによ

り、一人で仕事を抱え込まず、担当者不在の状況が発生

したとしても、対応できる状況を作る。 

・専門性を磨くことによる「働きがい」の向上を図る。 

【成果指標】 

・定時退校日に退校できた教職員の割合 １００％。 

（8７.１％ １２月） 

・計画した日に休養日を設定できた部活動の割合  

１００％。（100％ １２月） 

・放課後に開催された職員会議、企画委員会を６０分以

内に終了する会議の割合 １００％。（100％） 

・１人当たりの月平均時間外労働時間１５．４時間以下。 

（2２.１ １月） 

・月４５時間を超える時間外労働者の延べ人数 ０人。 

（1３２人） 

・年３６０時間を超える時間外労働者の人数 ０人。 

（2５人） 

・一人当たりの年間休暇取得日数 平均１７日以上。 

（１９.０日 １月） 

・高ストレス者と判定された職員の割合９．３％未満及び

高ストレス者に対する面談実施率100％。 

・教員が希望する外部研修への参加について、各教科で

年間１回以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

※ 

 

※ 

 

※ 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

改善課題 

（年度末に記載） 

 



高等学校用 
６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

（年度末に記載） 

 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 
（年度末に記載） 

学校運営について

の改善策 
（年度末に記載） 

 


